
学会分類

2021 嚥下食ピラミッド
福大病院食事箋

（該当食種＋コメントなど）

Oj
L0

（開始食）
経管流動食
＋ゼリー追加

Ot
L3の一部
（とろみ水）

該当食種無し
（病棟対応：お茶にとろみ）

1j
L1-L2

（嚥下食Ⅰ･Ⅱ）
嚥下調整食Ａ
（ゼリー食）

2-1
L3

（嚥下食Ⅲ）
嚥下調整食B

（ミキサー＋とろみ形態）

2-2
L3

（嚥下食Ⅲ）

嚥下調整食C
（きざみ＋とろみ形態）

３
L4

（移行食）

嚥下調整食D
（ソフト食形態）

４
L4

（移行食）
注１

軟々菜食

福岡大学病院 院内食事箋 学会分類2021との対応表

２０２４年１月現在

注１：学会分類４ 軟々菜食について
手術後のUP食などで軟々菜食が提供されている場合は該当しません。嚥下調整が必要な場合のみが該当します

※：水分のみに“とろみ”をつけている場合は、栄養管理計画書やその他の情報提供書などに「水分のみにとろみをつける」と入力してください

Oj
嚥下訓練食品Oj

学会分類2021

1j
嚥下調整食1j

Ot
嚥下訓練食品Ot

2-1
嚥下調整食2-1

2-2
嚥下調整食2-2

３
嚥下調整食3

４
嚥下調整食4

たんぱく質含有量が少ないゼリー

たんぱく質含有量は問わない
プリン・ゼリー・ムースなど

Oj・1j

物性に
配慮した
離水の
少ないもの

jゼリー：jelly
tとろみ：thickness

学会分類2021（とろみ）の
中間～濃いとろみ
たんぱく質含有量が少ないこと

均質で
なめらかなもの
（あまりさらさら
しすぎないこと）

やわらかい粒など
を含む
不均質なもの

べたつかず
まとまりやすい
ミキサー食、
ペースト食など

2-1
2-2

形はあるが、
歯や入れ歯がなくとも
口腔内で押しつぶし、
食塊形成が容易なもの

形があり、かたすぎず、
ばらけにくく、
貼りつきにくいもの
箸で切れるやわらかさ

参考文献：ヘルシーフード栄養指導ＮＡＶＩ

（栄養部 内：２０２１）


